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【
１
】
企
業
の
休
廃
業
は
社
会
的

問
題

　

後
継
者
難
や
経
営
者
の
高
齢
化

を
要
因
と
す
る
休
廃
業
が
社
会
問

題
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
以
前
か
ら

も
言
わ
れ
続
け
て
い
る
。

　

特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、

出
口
が
見
え
な
い
不
安
感
に
よ
り
、

企
業
の
休
廃
業
が
よ
り
一
層
加
速

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と

い
っ
た
懸
念
が
尽
き
な
い
。

　

新
陳
代
謝
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、

休
廃
業
は
経
済
循
環
の
一
環
と
も

取
れ
、
健
全
な
経
済
活
動
と
も
言

え
る
。

　

し
か
し
、
開
業
率
が
低
い
ま
ま

の
休
廃
業
の
増
加
は
、
雇
用
や
消

費
の
減
少
の
他
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
と
い
っ
た
無
形
資
産
の
消
失
に

も
繋
が
り
、
地
域
の
み
な
ら
ず
日

本
経
済
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
あ
る
。

　

ま
た
、
休
廃
業
す
る
企
業
の
中

に
は
、
経
営
者
が
周
り
に
相
談
で

き
ず
、
銀
行
や
自
治
体
の
事
業
承

継
支
援
の
着
手
が
遅
れ
て
し
ま
っ

た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

　

然
る
べ
き
時
期
に
廃
業
手
続
き

が
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
結
果
、
倒

産
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
ま
で
陥

図表１　休廃業・解散数と倒産数の経年推移

※帝国データバンク「特別企画：全国「休廃業・解散」動向調査（2019年）」を加工・
編集
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取引先の休廃業リスクを
見極める３つのポイント

　新型コロナウイルスの影響により、企業の休廃業の増加が懸念され
ている。銀行を始めとする金融機関では、取引先の休廃業リスクの把
握がより重要となるだろう。本稿では、帝国データバンクが開発した
「休廃業予測モデル」を元に、取引先が休廃業リスクを見極めるポイ
ントについて解説する。

特別研究
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る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。
事
業

承
継
支
援
が
手
遅
れ

に
な
る
前
に
、
日
ご

ろ
か
ら
企
業
と
対
話

す
る
機
会
を
設
け
、

事
業
承
継
支
援
が
必

要
と
な
る
「
予
兆
」、

言
い
換
え
れ
ば
、
取

引
先
企
業
の
「
休
廃

業
リ
ス
ク
」
を
把
握

す
る
こ
と
は
重
要
と

考
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
開

発
し
た
企
業
の
休
廃

業
を
予
測
す
る
統
計

モ
デ
ル
「
休
廃
業
予

測
モ
デ
ル
（
特
許
出

願
中
（
特
願
２
０
１

７

－

２
４
９
７
７
４

号
）」
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
開
発
過

程
で
得
ら
れ
た
企
業

の
休
廃
業
リ
ス
ク
を

見
極
め
る
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
解
説
す
る
。
本
稿
の
情

報
が
元
と
な
り
、
金
融
機
関
と
中

小
企
業
の
間
に
存
在
す
る
情
報
の

非
対
称
性
を
解
消
し
、
健
全
な
経

済
活
動
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

【
２
】
休
廃
業
問
題
の
推
移
を
分

析
す
る

　

ま
ず
、
日
本
の
休
廃
業
に
関
す

る
現
状
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
２

０
１
９
年
ま
で
の
休
廃
業
数
の
推

移
を
図
表
１
に
示
し
て
い
る
。

　

近
年
の
日
本
の
倒
産
と
休
廃
業

の
動
向
を
み
る
と
、
倒
産
数
は
減

少
傾
向
で
あ
る
一
方
、
休
廃
業
数

は
こ
こ
１
０
年
間
で
高
止
ま
り
を

続
け
て
い
る
。
２
０
１
９
年
の
全

国
の
倒
産
数
が
８
３
５
４
社
だ
っ

た
の
に
対
し
、
休
廃
業
数
は
全
国

で
２
万
３
６
３
４
社
と
、
休
廃
業

が
倒
産
の
３
倍
近
く
発
生
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
年
代
別
の
経
営
者
の
平

均
年
齢
に
つ
い
て
、
図
表
２
に
示

し
て
い
る
。

　

経
営
者
が
最
も
多
い
ゾ
ー
ン
は
、

２
０
１
５
年
は
「
55
〜
59
歳
」
だ

っ
た
が
、
２
０
２
０
年
で
は
「
70

歳
〜
74
歳
」
と
な
り
、
高
年
齢
に

シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
60
歳
以
上
の
割
合
は
、

同
期
間
で
31
・
０
％
か
ら
44
・
３

％
と
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
加
し
て

い
る
一
方
、
40
歳
未
満
の
割
合
は
、

４
・
５
％
か
ら
２
・
７
％
と
減
少

し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
多
く
の
企
業

が
経
営
者
を
交
代
し
な
い
ま
ま
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
が
読

み
取
れ
る
。

　

な
お
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
で

は
、
休
廃
業
を
「
企
業
活
動
停
止

が
確
認
で
き
た
企
業
の
な
か
で
、

倒
産
（
任
意
整
理
、
法
的
整
理
）

に
分
類
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
」
と
定

義
し
て
い
る
。

　

休
廃
業
に
は
、
官
公
庁
等
に
廃

業
届
を
提
出
し
て
、
企
業
活
動
を

停
止
し
て
い
る
状
態
や
商
業
登
記

等
で
解
散
が
確
認
で
き
て
い
る
も

の
も
含
ん
で
い
る
。
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図表２　年代別中小企業の経営者年齢の分布

※帝国データバンク「COSMOS2企業概要ファイル」を加工・編集
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【
３
】
休
廃
業
リ
ス
ク
を
見
極
め

る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

休
廃
業
リ
ス
ク
を
見
極
め
る
ポ

イ
ン
ト
は
、
主
に
①
経
営
者
属
性
、

②
取
引
関
係
、
③
直
近
業
績
の
３

つ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
休
廃
業
予
測
モ
デ

ル
の
開
発
過
程
に
お
い
て
判
明
し

た
、
休
廃
業
の
発
生
と
相
関
が
高

い
企
業
情
報
で
あ
り
、
モ
デ
ル
の

算
出
式
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る

要
素
で
あ
る
。

　

な
お
、
休
廃
業
が
「
倒
産
に
分

類
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
」
と
定
義
さ

れ
て
い
る
た
め
、
資
産
超
過
や
黒

字
企
業
な
ど
、
資
金
繰
り
に
懸
念

が
な
い
企
業
で
あ
っ
て
も
休
廃
業

す
る
場
合
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
企
業
が
存
続
で
き

な
く
な
る
と
い
う
点
で
は
倒
産
と

同
じ
で
も
、
そ
の
発
生
要
因
は
異

な
る
。

　

本
稿
で
は
、「
な
ぜ
休
廃
業
を

予
測
で
き
る
の
か
？
」
と
い
っ
た

疑
問
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
取

引
企
業
の
休
廃
業
の
予
兆
を
把
握

す
る
た
め
の
観
点
と
し
て
参
考
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑴　

経
営
者
属
性

　

経
営
者
属
性
は
、「
経
営
者
年

齢
」、「
後
継
者
の
有
無
」、「
就
任

経
緯
」
な
ど
経
営
者
に
関
わ
る
情

報
で
あ
る
。

　
「
経
営
者
年
齢
」
や
「
後
継
者

の
有
無
」
は
、
休
廃
業
と
の
関
係

性
に
つ
い
て
理
解
し
や
す
い
だ
ろ

う
。
年
齢
が
高
齢
な
ほ
ど
休
廃
業

リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、
後
継
者
が

い
な
い
場
合
は
、
い
る
場
合
に
比

べ
て
休
廃
業
リ
ス
ク
は
相
対
的
に

高
く
な
る
。

　

加
え
て
「
就
任
経
緯
」
も
大
事

な
観
点
で
あ
る
。「
就
任
経
緯
」

に
は
、「
創
業
者
」「
同
族
継
承
」「
内

部
昇
格
」
な
ど
の
タ
イ
プ
が
あ
る

が
、「
同
族
継
承
ま
た
は
内
部
昇

格
」
の
場
合
は
、「
創
業
者
」
に

比
べ
て
、
休
廃
業
リ
ス
ク
が
相
対

的
に
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

同
族
継
承
や
内
部
昇
格
な
ど
で
、

過
去
に
事
業
承
継
の
実
績
が
あ
る

企
業
で
あ
れ
ば
、
次
の
事
業
承
継

も
上
手
く
い
く
可
能
性
は
高
い
と

解
釈
す
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。

現
経
営
者
が
設
立
か
ら
何
人
目
の

経
営
者
に
あ
た
る
か
、
と
置
き
換

え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

⑵　

取
引
関
係

　

取
引
関
係
と
は
、「
取
引
銀
行

数
」
と
仕
入
先
や
得
意
先
の
「
取

引
先
数
」
の
こ
と
で
、
当
該
企
業

を
取
り
巻
く
利
害
関
係
者
の
数
で

あ
る
。

　

取
引
銀
行
や
取
引
先
（
仕
入
先
、

得
意
先
）
の
数
が
多
い
ほ
ど
、
休

廃
業
リ
ス
ク
が
相
対
的
に
低
く
な

る
。

　
「
廃
業
で
周
囲
に
迷
惑
を
か
け

た
く
な
い
」
と
考
え
る
経
営
者
は

多
く
、
利
害
関
係
者
が
少
な
い
ほ

う
が
休
廃
業
と
い
う
選
択
肢
を
取

り
や
す
い
の
で
あ
る
。
取
引
銀
行

数
や
取
引
先
数
を
減
ら
し
て
い
く

企
業
も
休
廃
業
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
取
引
銀
行
数
」
に
つ

い
て
だ
が
、
休
廃
業
を
計
画
す
る

企
業
の
場
合
、
借
入
金
を
資
産
と

相
殺
し
て
、
事
業
規
模
を
縮
小
す

る
動
き
、
つ
ま
り
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
縮
小
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

借
入
金
を
完
済
す
れ
ば
、
取
引
銀

行
の
数
は
減
る
た
め
、
休
廃
業
リ

ス
ク
の
予
兆
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

休
廃
業
を
計
画
し
て
い
な
く
と

も
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
背
景
を
把
握
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
取

引
先
数
」
も
同
じ
よ
う
に
、
仕
入

先
や
得
意
先
が
少
な
い
企
業
の
方

が
、
多
い
企
業
よ
り
も
休
廃
業
リ

ス
ク
は
相
対
的
に
高
い
。
利
害
関

係
者
の
数
は
、
経
営
者
の
意
思
で

休
廃
業
の
選
択
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
か
の
程
度
を
表
し
て
い
る
と

解
釈
で
き
る
。

　

ま
た
、
業
種
に
よ
っ
て
川
上
か

ら
川
下
ま
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
お
け
る
立
ち
位
置
は
異
な
る
が
、
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サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
組
み
込
ま

れ
て
い
る
製
造
業
な
ど
の
Ｂ
２
Ｂ

企
業
に
分
類
さ
れ
る
業
種
は
休
廃

業
リ
ス
ク
が
相
対
的
に
低
い
こ
と

が
分
か
っ
て
い
る
。

　

逆
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

末
端
に
近
い
飲
食
、
サ
ー
ビ
ス
、

小
売
業
な
ど
の
Ｂ
２
Ｃ
企
業
に
分

類
さ
れ
る
業
種
は
、
休
廃
業
リ
ス

ク
が
相
対
的
に
高
い
と
分
か
っ
て

い
る
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る

立
ち
位
置
が
異
な
れ
ば
、
周
囲
の

企
業
と
の
関
係
性
も
異
な
る
た
め
、

休
廃
業
の
選
択
の
余
地
を
左
右
す

る
の
で
あ
る
。

⑶　

直
近
業
績

　

直
近
業
績
は
、
当
期
の
「
売
上

規
模
」
や
直
近
数
期
の
「
黒
字
回

数
」、「
売
上
増
加
（
減
少
）
回
数
」

な
ど
で
あ
る
。
売
上
規
模
は
休
廃

業
と
関
係
し
や
す
い
が
、
売
上
規

模
に
限
ら
ず
、
直
近
数
期
で
売
上

が
減
少
し
、
収
益
性
が
悪
化
し
て

い
た
り
、
あ
る
い
は
収
益
性
の
改

善
が
見
込
め
な
い
企
業
も
休
廃
業

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
。

　

業
績
情
報
を
定
量
化
す
る
方
法

と
し
て
は
、
直
近
数
期
の
「
黒
字

回
数
」
や
「
売
上
増
加
（
減
少
）

回
数
」
で
計
る
方
法
が
あ
る
。
取

引
先
の
決
算
書
を
保
有
す
る
金
融

機
関
な
ら
ば
、
よ
り
詳
細
に
把
握

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

冒
頭
に
、
倒
産
と
休
廃
業
の
違

い
の
説
明
の
中
で
、
休
廃
業
は
資

産
超
過
で
も
起
き
う
る
と
述
べ
た
。

直
近
売
上
が
減
少
傾
向
で
、
赤
字

が
続
き
、
ジ
リ
貧
状
態
が
今
後
も

続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
場
合
、

債
務
超
過
に
陥
る
前
に
会
社
を
畳

む
こ
と
は
経
営
者
と
し
て
賢
明
な

判
断
だ
ろ
う
。

　

逆
に
言
え
ば
、
業
績
に
関
し
て

こ
の
よ
う
な
兆
候
を
得
た
場
合
、

経
営
者
の
今
後
の
意
向
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
て
お
い
た
方
が
良
い
だ
ろ

う
。
た
だ
し
、
事
業
承
継
を
ど
う

進
め
て
い
く
か
は
経
営
者
本
人
の

考
え
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

周
囲
か
ら
働
き
か
け
る
際
に
は
信

頼
関
係
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
。

【
４
】休
廃
業
予
測
モ
デ
ル（
Ｑ
Ｐ
）

と
は

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
で
は
、
こ
の
よ
う

な
分
析
の
結
果
に
基

づ
き
、「
休
廃
業
予

測
モ
デ
ル
（
以
下
、

Ｑ
Ｐ
）」
を
提
供
し

て
い
る
。

　

Ｑ
Ｐ
は
、
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析

を
用
い
て
構
築
し
た

統
計
モ
デ
ル
で
、
企

業
が
今
後
１
年
以
内

に
休
廃
業
・
解
散
す

る
確
率
を
個
社
別
に

算
出
し
て
い
る
。
全

国
１
４
０
万
社
の
個

社
別
の
休
廃
業
リ
ス

ク
を
算
出
し
て
い
る

た
め
、
市
区
町
村
単

位
や
業
種
単
位
で
リ

ス
ク
を
把
握
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
休
廃
業
す
る
可
能

性
の
高
い
企
業
に
対
し
て
、
事
業

承
継
の
後
押
し
な
ど
の
先
手
対
応

が
可
能
と
な
る
た
め
、
金
融
機
関

や
官
公
庁
な
ど
の
事
業
承
継
支
援

図表３　休廃業予測グレード別の休廃業発生率

※帝国データバンク「休廃業予測データベース」を加工・編集
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機
関
の
ほ
か
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
維
持
管
理
を
目
的
と
し
て
民

間
の
事
業
会
社
で
も
利
用
さ
れ
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

分
析
に
用
い
た
企
業
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
は
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の

調
査
員
が
自
ら
の
足

で
収
集
し
た
情
報
が

中
心
で
、
３
０
０
項

目
近
く
の
情
報
が
ま

と
ま
っ
た
信
用
調
査

報
告
書
が
元
と
な
っ

て
い
る
。

　

Ｑ
Ｐ
で
は
、
先
に

示
し
た
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
の
他
に
、
信
用

調
査
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
定
性
情
報
を
組

み
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
企
業

を
評
価
す
る
こ
と
で

モ
デ
ル
の
精
度
と
安

定
性
を
保
っ
て
い
る
。

　

算
出
さ
れ
た
休
廃

業
予
測
値
は
10
段
階

の
格
付
（
Ｑ
Ｐ

－

01

〜
Ｑ
Ｐ

－

10
）
で
表
現
し
て
い
る
。

　

図
表
３
は
、
格
付
け
毎
に
実
際

の
休
廃
業
発
生
率
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
２
０
１
８
年

12
月
時
点
で
Ｑ
Ｐ

－

10
だ
っ
た
企

業
の
約
９
・
25
％
が
、
そ
の
後
１

年
以
内
に
休
廃
業
し
て
い
た
こ
と

を
表
わ
し
て
い
る
。
格
付
け
は
平

均
か
ら
の
リ
ス
ク
倍
率
で
設
定
さ

れ
て
お
り
、
Ｑ
Ｐ

－

10
の
場
合
は

「
平
均
的
な
企
業
と
比
べ
て
５
倍

以
上
の
リ
ス
ク
」
と
定
義
し
て
い

る
。

　

逆
に
Ｑ
Ｐ

－

01
の
場
合
は
「
平

均
と
比
べ
て
５
分
の
１
以
下
の
リ

ス
ク
」
と
定
義
し
て
い
る
。
平
均

は
Ｑ
Ｐ

－

05
と
Ｑ
Ｐ

－

06
の
ち
ょ

う
ど
中
間
に
設
定
し
て
い
る
。

　

休
廃
業
予
測
モ
デ
ル
は
、「
説

明
性
の
高
い
モ
デ
ル
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
開
発
し
て
お
り
、
モ
デ
ル

の
算
出
ロ
ジ
ッ
ク
が
ブ
ラ
ッ
ク
ボ

ッ
ク
ス
化
し
な
い
よ
う
に
注
意
を

払
っ
て
い
る
た
め
、
今
回
の
よ
う

な
解
説
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

【
５
】
取
引
先
の
状
況
を
適
切
に

把
握
し
支
援
に
繋
げ
る

　

景
気
と
休
廃
業
の
関
係
に
つ
い

て
示
し
た
興
味
深
い
デ
ー
タ
が
あ

る
。

　

図
表
４
は
、
２
０
０
５
年
〜
２

０
１
９
年
の
Ｔ
Ｄ
Ｂ
景
気
Ｄ
Ｉ

（
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
独
自
に

集
計
し
月
次
で
発
表
）
と
休
廃
業

数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。

　

景
気
Ｄ
Ｉ
が
低
い
（
景
気
が
後

退
局
面
）
年
は
休
廃
業
数
が
多
く
、

景
気
Ｄ
Ｉ
が
高
い
年
に
は
休
廃
業

数
は
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
一
定

の
相
関
関
係
が
見
て
と
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
現
在
の

景
気
Ｄ
Ｉ
は
低
水
準
で
推
移
し
て

お
り
、
今
後
、
休
廃
業
数
は
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

取
引
先
企
業
に
対
し
適
切
な
支
援

を
行
う
た
め
に
も
、
今
す
ぐ
取
引

先
企
業
の
状
況
を
正
し
く
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

 （
株
式
会
社
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

企
総
部
企
画
課
）

 

■

図表４　休廃業件数とTDB景気DI

※帝国データバンク「特別企画：全国「休廃業・解散」動向調査（2019年）」
および「TDB景気動向調査（全国）」の調査結果を加工・編集
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